
髙野　礼子 議員

質
問
　
耕
作
放
棄
地
の
現
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
弁（
市
長
）　
我
が
国
で
は
、農
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
、解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
末

時
点
で
17
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄

地
が
存
在
し
、中
で
も
那
珂
川
の
東
部

地
域
で
こ
の
傾
向
が
著
し
く
、特
に
両

郷
・
須
賀
川
地
区
で
は
市
内
に
有
す
る

耕
作
放
棄
地
の
約
半
分
の
面
積
を
占
め

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
市
で
は
、

農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
毎
年
定
期
的
に
実
施
し
、耕
作
放

棄
地
の
所
有
者
に
対
す
る
指
導
や
必

要
に
応
じ
て
勧
告
等
を
行
う
と
と
も

に
、農
業
公
社
と
連
携
し
て
、農
地
を

集
積
で
き
そ
う
な
新
た
な
耕
作
者
を

紹
介
す
る
な
ど
、耕
作
放
棄
地
の
減
少

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。特
に
、中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、

国
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間

地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

農
業
行
政
に
つ
い
て

鈴木　　央 議員

大田原火葬場 管理が行き届いていない田んぼ

質
問
　
大
田
原
市
火
葬
場
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁（
市
民
生
活
部
長
）　
那
須
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
の
生
活
環
境
部

会
が
、「
那
須
圏
域
の
火
葬
場
事
業
広

域
化
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」を

ま
と
め
、そ
の
中
で
火
葬
場
の
建
設
に

つ
い
て
は
、現
行
施
設
の
将
来
需
要
へ
の

対
応
能
力
及
び
各
施
設
の
課
題
に
つ
い

て
研
究
し
た
結
果
、将
来
の
火
葬
件
数

の
増
加
へ
の
対
応
は
可
能
で
す
が
、住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
、今
後
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、今
後

那
須
圏
域
の
火
葬
場
の
施
設
の
老
朽
化

診
断
を
行
い
、新
火
葬
場
建
設
の
時
期

を
厳
密
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、火

葬
場
の
数
や
建
設
候
補
地
の
条
件
等
、

那
須
地
区
の
火
葬
場
事
業
の
将
来
像
に

つ
い
て
検
討
し
、構
成
市
町
の
新
火
葬

場
建
設
事
業
へ
の
参
画
の
意
思
を
確
認

し
た
上
で
、広
域
化
に
つ
い
て
の
合
意
が

あ
れ
ば
、那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
を
事
業
実
施
主
体
と
す
る
た
め
の

諸
手
続
き
に
入
る
と
し
て
い
ま
す
。以

上
の
結
果
を
受
け
、本
市
で
は
、今
年
度

中
に
老
朽
化
診
断
の
た
め
の
耐
震
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

大
田
原
市
火
葬
場
に
つ
い
て
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